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  １．組織の概要
　　　①事業所名 株式会社　サ  デ  ッ  ク

　　　　 代表者名 代表取締役　末長　恵司

　　　②所在地 〒847-0031　佐賀県唐津市原1386-1
電話：0955-77-2431
ＦＡＸ：0955-77-2432
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://sadec-jp.com/

　　　③環境管理責任者

担当者 本　田　英　人
電話：0955-77-2431
ＦＡＸ：0955-77-2432
E-mail：honda@sadec-jp.com

　　　④事業内容
電気工事業、管工事業、電気通信工事業、消防施設工事業

建設許可
　

　電気工事 佐賀県知事　特-28　第7084号
　管工事 佐賀県知事　般-28　第7084号
　電気通信工事 佐賀県知事　般-28　第7084号
　消防施設工事 佐賀県知事　般-28　第7084号

　　　⑤事業規模

従業員数：20人（令和5年7月現在）

　　　⑥事業年数
創　　　業　昭和59年4月

法人設立　平成元年3月

決 算 日   5月

  ２．認証・登録の対象範囲
　　　①事業活動

電気工事業、管工事業、電気通信工事業、消防施設工事業

　　　②対象事業所
本社（佐賀県唐津市）

  ３．レポートの対象期間及び発行日
　　　①レポートの対象期間

令和4年6月～令和5年5月

　　　②レポートの発行日
令和5年7月1日

資本金：２０００万円          　　　　 年間売上高　4.2億円  (令和3年度）
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４.環境経営方針 

 

 

㈱サデックは1984年の創業以来「お客様第一の信念に徹する。」ことを企業理念として、今まで技

術の向上に努め、より良いサービスを提供し、お客様の信頼を築き上げてきました。 

それは、お客様のおかげ、取引先のおかげ、協力会社のおかげ、社員のおかげ、友達のおかげ、家

族のおかげ、すべてがおかげさまです。人間は一人では生きていけません。自分を取り巻く多様な存

在の中で我々は生かされています。サデックは微力ながら電気工事をとおして、自然を大切にし、お

かげさま、おたがいさまという思いやりの心と感謝の心をもって人と接していきます。 

 

 

１．経営理念 

・全従業員の物心両面の幸せを目指し、誇りを持てる会社にしよう 

・お客様第一の信念に徹する。技術の向上に努め、より良いサービスを提供し、お客様の信頼を獲 

得する。そこに社会貢献と会社の発展がある 

・変化のない企業は存続できない。 

  より高い未来に向かって、限りなく挑戦し続けることが、企業の革新と発展の原動力である。 

 

 

２．次の項目を重点項目として取り組みます  

 (1) 電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用及び省エネに努め、二酸化炭素排出量を削減します  

 (2) 廃棄物排出量の抑制とリサイクルを推進します  

 (3) 節水に努め、水使用量を削減します  

 (4) グリーン購入を推進します  

 (5) 環境に配慮した設計・施工に心掛け、研修会への参加等で認識を深め、省エネ・省資源型設計・

施工を提案します  

 (6) 社内外のステークホルダーとの積極的な環境コミュニケーションを進め、相互協力に努めます。 

 (7) ｢見る｣だけでなく｢考える｣、そして｢行動する｣ことが｢貢献する｣につながる。 SDGs

（SDGs :Sustainable Development Goals）に対する取組みに考動します。  

 

 

３．環境経営の継続的改善を行うことを誓約します  

 

 

４．当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します  

 

 

 

制定日 平成29年12月26日 

改定日 令和4年6月1日                      

 

 

株 式 会 社 サ デ ッ ク 

代表取締役 末 長 恵 司 
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５．環境経営目標（2022年度）

基準年(年間）

2016年6月～
  2017年5月

2022年6月～
  2023年5月

2023年6月～
  2024年5月

2023年6月～
  2024年5月

2024年6月～
  2025年5月

二酸化炭素排出量の削減 全社 kg-CO2 57,348 53,907 53,333 52,760 52,186

①電気使用量の削減 事務所 kWh 10,115 9,508 9,407 9,306 9,205

②ガソリン使用量の削減 事務所 L 21,650 20,351 20,135 19,918 19,702

③軽油使用量の削減 現場 L 826 776 768 760 752

①一般廃棄物排出量の削減 事務所 kg 360 338 335 331 328

②産業廃棄物の
　リサイクル率の向上

現場 % ― 70 70 70 70

3 ①水使用量の削減 事務所 ㎥ 143 134 133 132 130

4 グリーン購入の推進 事務所 品数 0 5 5 5 5

全社 提案件数 60 69 69 69 69

全社
研修会参加

回数
6 12 12 12 12

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は、九州電力の2016年度二酸化炭素調整後排出係数（0.483ｋｇ-CO2/ｋｗｈ）を採用とする。

※産業廃棄物のリサイクル率の向上は基準年のデータが無いため２０２２年度から７０％を目標として取組みます。

※一般廃棄物は、２０２０年度より資源ゴミの排出量も算入のため、目標修正

省資源・省エネ型設計・
施工の提案及び研修会への
参加

2

環境目標
サイト
区分

1

2016年度
2025年度目標

（9％削減）単位
2022年度目標

（6％削減）

目標値

2023年度目標
（7％削減）

2024年度目標
（8％削減）

5
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６．環境経営活動計画　（2022年度）

①二酸化炭素排出量の削減

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

1 夏季28度・冬季20度（温度計管理） 田隈

2 業務中必要な所のみ点灯 田隈

3 不在時のＰＣ機器の電源オフ 田隈

4 残業時間を減らす 前原

1 ―

2 ―

1 エコドライブ（アイドリングＳＴＯＰ） 吉田

2 法定速度の厳守 吉田

3 定期的な車輛点検 松本

1 不使用時のエンジン停止 白石

2 定期的な点検 白石

②廃棄物排出量

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

1 ゴミ分別回収の徹底 田隈

2 私用ゴミ持込禁止 田隈

3 ミスプリントの削減 田隈

1 ゴミ分別回収の徹底 松本

2 材料の無駄をなくす 松本

③水使用量の削減

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

1 節水の推進（元栓調整など） 田隈

2 洗濯類はまとめて洗う 田隈

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

1 エコ商品を優先的に購入 結城

2

1 省エネ機器を優先的に購入 結城

2

⑤省資源・省エネ型設計施工の提案および研修会への参加

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

1 省エネセミナーに積極的に参加 本田

2 定期的に勉強会を実施 結城

1 省エネ診断・省エネ機器の提案 結城

2 定期的に勉強会を実施 前原

サイト
区分

責任者 達成手段 担当者

松本

事務所

1 ①水使用量の削減

スケジュール
取組目標

③軽油使用量の削減

②産業廃棄物の
　　リサイクル率の向上

事務所 坂本

①電気使用量の削減

現場

坂本②ガソリン使用量の削減

松本

坂本

井上

取組目標
サイト
区分

責任者

2

責任者

現場

坂本

1

2

3

①一般廃棄物排出量の削減 事務所1

取組目標
サイト
区分

現場

サイト
区分

責任者

達成手段 担当者
スケジュール

達成手段 担当者
スケジュール

2

取組目標

事務所

達成手段 担当者
スケジュール

②クリーン購入 現場 前原

取組目標

事務所 結城

④グリーン購入の推進

達成手段 担当者
スケジュール

1 ①グリーン購入 事務所 坂本

2 ②省ｴﾈ型設計・施工の提案 現場 白石

サイト
区分

責任者

1 ①勉強会
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７.環境管理実施体制  
   

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割分担表  

所属 役割・責任・権限 

代表者 

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ 

・環境方針を作成・見直し、従業員に周知する 

・環境管理責任者、EA21事務局員を任命する 

・環境へ取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する 

・EA21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する 

環境管理 

責任者 

・EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築すると 

ともに実行し、環境実績を向上させる。 

・毎年、環境目標、環境活動計画を作成する 

・3か月に1回、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況を確認・評価する 

・上記の結果を代表者に報告する 

EA21 

委員会 
・3か月に1回開催し、環境目標及び環境活動計画の実施状況を審議する 

EA21 

事務局 

・環境管理責任者を補佐し、EA21文書及び記録類及び基礎データの作成維持・集計・ 

 管理を行う 

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う 

部門長 

・環境方針、環境目標、環境活動計画を部門全員に周知する 

・環境目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する 

・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する 

・自部門に関連する法規制等を順守する 

・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する 

・自部門の教育・訓練を実施する 

全従業員 
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する 

 
―５― 

 

代 表 者 

 

環境管理責任者 

 

EA21委員会 

 

EA21事務局 

 

 

総務・管理部 
 

 

 

工 事 部 
 

 

 

 

点 検 部 
 

 

 

営 業 部 
 



８.環境経営計画に基づき実施した取組内容  

 

取組内容：電力使用量・化石燃料使用量の削減 

     使用量（速報値）を数値化及びグラフ化することで、電力・化石燃料使用量の削減意識の高揚を図る 

 

 

―６― 

    



《電力エネルギー量の削減》 

 目標値：年間６.０％削減（対基準年） 

・目標値 ９,５０８.０kWh 

 ・実 績 ３,７３２.０kWh 

・実績値   ６０.７％削減 

 

 

 

 

 

 

《化石燃料使用量の削減》        

 ｢ガソリン｣                   

目標値：年間６.０％削減（対基準年）       

・目標値 ２０,３５１.０ℓ           

 ・実 績  ９,９１３.０ℓ           

・実績値    ５１.３％削減           

 

 

 

 

 

 

｢軽油｣ 

目標値：年間１.０％削減（対2021年度） 

・目標値  ７７６.０ℓ 

・実 績  ８８０.０ℓ 

・実績値   １３.４％増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

《実績評価》 

  ｢電力｣ 

・社員不在の場合（エリア）の照明をこまめにOFF 

・新型コロナウイルス対策もあり、空調を入れず頻繁に換気を行った 

  ｢ガソリン｣ 

・事前に作業工程等を段取りし、方面ごとに出かけるなどにより燃料使用量の削減 

・アイドリングストップの確実な励行 

・作業車・営業車それぞれ行き先別の同乗強化を図った 

・営業担当者の減少 

  ｢軽油｣ 

・作業用リース車の返却前給油を徹底したため、軽油の給油量が増加（リース会社への支払いは減額） 

・作業内容によりリース車を 

※軽油使用量については、2021 年度よりレンタル（バケット車及び発電機等）の返却前給油を徹底したことから、2021

年度の使用量を基準に2022年度より月別目標を設定する。 

《特記事項》 

  ・社員の削減意識高揚を目的とした掲示板のため、週単位で集計した速報値で作成。このため、請求実績・請求額とは異 

なる。 

 

―７― 
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取組内容：化石燃料使用量の削減 

     不定期（2回/年）に社内エコドライブコンテストを実施し、急発進の禁止、長時間停車時のアイドリングストップ 

等を行うことで燃費向上を図る。また、不定期に開催することにより慢性化防止策も合わせて実施 

 

エコドライブの励行（アイドリングストップ、法定速度遵守）、定期的な車両点検実施（タイヤ空気圧、オイル交換等）を行い

燃費の向上を図る 

 

《実績評価》 

 ・給油毎に燃費を計測、前回給油時と比較し燃費向上を図るとともに、燃費向上意識の高揚を図る 

 ・給油毎に各車両のタイヤ空気圧確認を実施 

 

《今後の改善策》 

 ・エコドライブを継続実施 

 ・積載している資機材の軽量化を図る 

 ・急発進の禁止、長時間停車時のアイドリングストップ等確実に行い燃費向上を図る 

 ・引き続き車両点検を定期的に実施 

 ・車両入替えの際は、低燃費車両に入れ替える 

―８― 

    



 

 

 

取組内容：火災・地震を想定した勉強会・訓練の実施 

 

－９－ 

<全員が参加できるよう2回に分けて勉強会を開催> 

   

火災・地震発生時の基本動作の再確認を目的に、説明会を開催 

  ・通報時のポイント等を解説、避難経路の確認 

  ・事務所の海抜が低いため、津波発生時は高台（鏡山等）への避難を共有 

 <事務所での訓練の実施>  

   

火災発生を想定して、通報訓練の実施          水消火器を使用した消火訓練 

  ・炎が天井に達した場合は、消火をあきらめ避難するよう共有 

<現場での訓練の実施> 

    

            避難訓練               消火器を使用した模擬消化訓練の実施 

  ・確実な通報ができるよう、現場の名称・住所・連絡先を掲出する（近隣の目印となるものを確認） 

  ・現場ごとの避難経路を確認 

     



 

 

取組内容：電力使用量の削減（事務所） 

 

 

 

 

           取組内容：地域共生 

―１０― 

《事務所のＬＥＤ化》 

 

・6900lmのLED照明にしたことで、すべての照明を点 

灯することがなくなった 

・波及効果として、室内が明るくなると隅々のホコリも目 

立つため、隅々まで清掃するようになった 

 

《実績評価》 

・ＬＥＤ照明なので、消費電力も削減 

 

《不在エリアの消灯》 

 

・照明は在席社員エリアのみ点灯し、不在社員のエリアは 

消灯 

 

 

 

《実績評価》 

・不在エリアが消灯できるよう、配席に合わせて配線も 

工夫 

・地域貢献活動 

（開催日：2023.3.4 参加人員：8名） 

 

 

 

台風・大雨に備えて水路の除草作業を行いました。 

水路の草が無くなったことで、スムーズに水か流れます。 

《エアコンの設定温度》 

 

・室内温度を２８℃に設定するだけでなく、主旨を社員に 

周知 

 

《実績評価》 

・設定温度の主旨等を説明することで、理解度向上及び協 

力を得る 

 

    

   



 

 

取組内容：酸化チタン光触媒を照明器具にコート施工  

 

・コロナ対策として、全社員がマスク着用、手洗い・うがいの慫慂をしていますが、ハード面での対策として事務所ＬＥＤ照

明に、ウイルス・細菌を不活化（死滅）させる｢ワンダーコートライト｣を施工しました 

・コンセント工事は必要なく電気代も０円、さらにメンテナンスもフリーで経済的です 

 

《実績評価》 

・点灯するだけで、ウイルス・細菌を死滅させ、感染予防します 
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９．環境経営目標とその実績（2022年度）
活動期間：2022年6月～2023年5月）

目標(4％削減） 実績 達成率 結果

1.二酸化炭素排出量の削減 全社 kg-CO2 57,348 53,907 27,071 199.1%

(1)電気使用量の削減　　（事務所） 事務所 kWh 10,115 9,508 3,732 254.8%

(2)ガソリン使用量の削減　（事務所）事務所 ℓ 21,650 20,351 9,913 205.3%

(3)軽油使用量の削減　　　（現場） 現場 ℓ 826 776 880 88.2%

事務所 kg 360 338 248 136.3%

　産業廃棄物のリサイクル率の向上 現場 ％ － 70 74.6 106.6%

事務所 ㎥ 143 134 138 97.1%

事務所 品数 0 5 0 0.0%

全社 提案件数 60 69 73 105.8%

全社 参加回数 6 12 41 341.7%

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は、九州電力の平成28年度二酸化炭素調整後排出係数（0.483ｋｇ-CO2/ｋｗｈ）を採用。

※産業廃棄物のリサイクル率の向上は基準年のデータが無いため2022年度から目標を設定して取組みます。

※達成状況：100％以上達成　　　　　　、100％達成　　　　　　、95％達成　　　　　　、90％未満

各従業員が積極的に取り組み達成できました。
また、看板灯の点灯時時間を調整し大幅な削減に成功しました。

全体では目標を達成し、削減出来ました。

リース車への返却前給油、発電機の長時間使用があった

私物ゴミは会社に持ち込まない。
印刷物の確認の徹底による印刷ミスの撲滅
廃棄物の分別の徹底

手洗い（コロナ対策）の徹底による使用量増加及び、作業車の洗車があった

4.グリーン購入の推進

5.省資源・省エネ型設計・施工の提案

　研修・勉強会への参加

3.水使用量の削減

エコドライブコンテストによる急発進・アイドリングストップの慫慂
方面別の乗り合わせの実施

サイト
区分

単位

2.一般廃棄物排出量の削減

在庫があり、購入の必要がなかった

省エネに関するビデオ等を製作し、お客様に提案しています

新商品勉強会・省エネ提案研修を実施

基準年
2016年度

2022年 6月　～　2023年 5月

結果の評価

－１２－



１０.環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

1.二酸化炭素排出量の削減

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

空調の適温化の徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

照明・電気器具の適正管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

不在時のＰＣ機器の電源OFF ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

残業時間を減らす ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

法定速度の厳守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定期的な車輛点検 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

不使用時のエンジン停止 ○ × × ○ ○ × ○ × × × ○ ×

定期的な点検 ○ × × ○ ○ × ○ × × × ○ ×

2.廃棄物排出量削減

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

ゴミ分別回収の徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

私用ゴミ持参禁止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミスプリントの削減 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゴミ分別回収の徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

材料の無駄をなくす ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.水使用量削減

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

節水の推進（元栓調整など） ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ×

洗濯類はまとめて洗う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.グリーン購入推進

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

エコ商品を優先に購入 × × × × × ×

省エネ機器を優先に購入 × × × × × ×

5.省資源・省エネ型設計施工の提案および研修会への参加

6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月

省エネ提案 省エネ機器の提案強化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

省エネセミナー参加 ○ ○ ○ ○

定期的な勉強会を実施 ○ ○ ○ ○

実施状況
2022年度の評価 次年度の取組内容活動項目

活動項目
実施状況

2022年度の評価 次年度の取組内容

電気使用量
削減

ガソリン
使用量
削減

2022年度の評価 次年度の取組内容

実施状況
2022年度の評価 次年度の取組内容

次年度の取組内容

コロナウイルス感染
防止に伴う手洗励行

○：実施できた　　△：十分とは言えなかった　　×：不十分であった

活動項目
実施状況

2022年度の評価

省エネ勉強会

グリーン購入
在庫があり購入す
る必要が無かった

購入物があれば取組む

ホームページに動
画の掲載

継続して実施

軽油使用量
削減

一般廃棄物

産業廃棄物

水の使用削減

活動項目

活動項目

実施状況

継続して実施

残業時間が均等になるよ
うに業務分担の見直し

エコドライブにつて
は貼紙で周知して
いた

会議を利用し動画・パ
ワーポイントなどを利用
しより詳しく周知する

リース車返却時の
給油

継続して実施

材料については
改善の余地がある

在庫表の作成・管理

各部署で残業にバ
ラつきがある
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１１.環境経営目標（2023年度）

基準年(年間）

2016年6月～
  2017年5月

2023年6月～
  2024年5月

2024年6月～
  2025年5月

2025年6月～
  2026年5月

2026年6月～
  2027年5月

二酸化炭素排出量の削減 全社 kg-CO2 57347.8 53,333 52,760 52,186 51,613

①電気使用量の削減 事務所 kWh 10,115 9,407 9,306 9,205 9,104

②ガソリン使用量の削減 事務所 L 21,650 20,135 19,918 19,702 19,485

③軽油使用量の削減 現場 L 826 768 760 752 743

①一般廃棄物排出量の削減 事務所 kg 360 335 331 328 324

②産業廃棄物の
　リサイクル率の向上

現場 ％ ― 70 70 70 70

3 ①水使用量の削減 事務所 ㎥ 143 133 132 130 129

4 グリーン購入の推進 事務所 品数 0 5 5 5 5

全社 提案件数 60 69 69 69 69

全社
研修会参加

回数
6 12 12 12 12

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は、九州電力の2016年度二酸化炭素調整後排出係数（0.483ｋｇ-CO2/ｋｗｈ）を採用とする。

2026年度目標
（10％削減）単位

2023年度目標
（7％削減）

2024年度目標
（8％削減）

2025年度目標
（9％削減）

5
省資源・省エネ型設計・
施工の提案及び研修会への
参加

2

目標値

環境目標
サイト
区分

1

2016年度
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１２.環境経営活動計画　（2023年度）

①二酸化炭素排出量の削減

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

1 夏季28度・冬季20度（温度計管理） 田隈

2 業務中必要な所のみ点灯 田隈

3 不在時のＰＣ機器の電源オフ 田隈

4 残業時間を減らす 前原

1 ―

2 ―

1 エコドライブ（アイドリングＳＴＯＰ） 神田

2 法定速度の厳守 神田

3 定期的な車輛点検 松本

1 不使用時のエンジン停止 松本

2 定期的な点検 松本

②廃棄物排出量

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

1 ゴミ分別回収の徹底 田隈

2 私用ゴミ持込禁止 田隈

3 ミスプリントの削減 田隈

1 ゴミ分別回収の徹底 松本

2 材料の無駄をなくす 松本

③水使用量の削減

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

1 節水の推進（元栓調整など） 田隈

2 洗濯類はまとめて洗う 田隈

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

1 エコ商品を優先的に購入 結城

2

1 省エネ機器を優先的に購入 結城

2

⑤省資源・省エネ型設計施工の提案および研修会への参加

6～8月 9～11月 12～2月 3～5月

1 省エネセミナーに積極的に参加 本田

2 定期的に勉強会を実施 結城

1 省エネ診断・省エネ機器の提案 結城

2 定期的に勉強会を実施 白石

サイト
区分

責任者 達成手段 担当者

松本

事務所

1 ①水使用量の削減

スケジュール
取組目標

③軽油使用量の削減

②産業廃棄物の
　　リサイクル率の向上

事務所 坂本

①電気使用量の削減

現場

坂本②ガソリン使用量の削減

白石

坂本

白石

取組目標
サイト
区分

責任者

2

責任者

現場

坂本

1

2

3

①一般廃棄物排出量の削減 事務所1

取組目標
サイト
区分

現場

サイト
区分

責任者

達成手段 担当者
スケジュール

達成手段 担当者
スケジュール

2

取組目標

事務所

達成手段 担当者
スケジュール

②クリーン購入 現場 前原

取組目標

事務所 結城

④グリーン購入の推進

達成手段 担当者
スケジュール

1 ①グリーン購入 事務所 坂本

2 ②省ｴﾈ型設計・施工の提案 現場 前原

サイト
区分

責任者

1 ①勉強会
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法規の名称 遵守項目 遵守状況

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律
　第6条

・一般廃棄物の収集・運搬・処分について、
　それぞれ許可を受けた業者に委託すること

○

　第12条
　則第8条
　令第6条

・保管基準
・収集運搬・処理委託業者との契約、許可証写しの保管
・マニフェストの交付・保管、報告書

○

　第16条 ・投棄、焼却の禁止 ○

・特定建設資材廃棄物の再資源化の促進 ○

・再資源化物の利用促進 ○

・再生資源利用（促進）計画（実施）書の作成および1年間保存 ○

・対象建設工事の届出等 ○

・対象建設工事の届出に係る事項の説明等 ○

・対象建設工事の請負契約に係る書面の記載事項 ○

・再資源化等実施義務 ○

・下請負人に対する元請業者の指導 ○

騒音規制法
　第3条、14条

・特定建設作業の届出
　指定された機械を使用する作業

○

　第4条 ・規制基準の遵守 ○

振動規制法
　第3条、14条

・特定建設作業の届出
　指定された機械を使用する作業

○

　第4条 ・規制基準の遵守 ○

グリーン購入法 ・事業者等はできる限り環境物品等の選択に努める ○

・建設機械の排ガス対策型機械の使用義務 ○

・燃料の選択及び点検整備の実施 ○

・所有者の責務、使用済み自動車の引渡し義務 ○

・再資源化預託金等の預託義務 ○

・第一種特定製品の点検、第一種特定製品の充填委託義務、引渡義務 ○

・フロンの引渡し、回収・取引・委託の各書類の授受 ○

・フロン類の放出禁止 ○

家電リサイクル法
　第6条、11条、12条

・事業者及び消費者の責務 ○

小型家電リサイクル法
　第7条

・事業者の責務 ○

　上記の環境関連法規の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。

　また、関係機関等からの指摘、及び利害関係者からの訴訟もありませんでした。

１３.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

ラージリサイクル法
　第4条、5条、9条
　第15条、34条
　令19号、令20号

建設リサイクル法
　第10条、12条、13条
　第16条、18条、39条

オフロード法
　第4条、17条
　排出抑制指針

自動車リサイクル法
　第5条、8条、73条

フロン排出抑制法
　第16条、37条、39条
　第41条、43条、86条
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記録その1：評価及び見直しに必要な情報（環境管理責任者）　記録日：２０２３年　７月１０日

環境目標
環境経営
目標の

達成状況

環境経営
活動計画

の
実施状況

二酸化炭素排出量の
削減

〇 〇

廃棄物排出量の
削減

○ ○

水使用量の削減 × 〇

グリーン購入の推進 × ×

事業活動における
環境配慮の推進

〇 〇

環境関連法規等の
遵守状況のチェック結果

外部からの苦情等の
受付結果

前回代表者の指示事項と
その取組結果

その他
（前回審査での指摘事項の
改善結果、その他改善への
提案）

記録その2：評価及び変更の必要性と指示（代表者）　記録日：２０２３年　７月１０日

環境経営システムが
有効に機能しているか

環境経営方針
必要性　　　　（○有　●無）

環境経営目標・環境経営活
動計画変更の必要性
　　　　　　　　 （○有　●無）

その他の
環境経営システムの要素
変更の必要性
                 （○有　●無）

○取組の対象組織・活動の明

確化

○環境負荷の把握・評価
○環境関連法規等の取りまと

め

○実施体制の構築
○教育・訓練の実施

○環境コミュニケーションの実
施

ウイルス感染防止として、更なる手洗い・うがいの慫慂をしました。

意識の中でもムダな物は購入しなかった。

全体的に省エネに対する意識が高まった。今後は、環境
に特化した省エネを訴求していく。

環境への取組は適切に
実施されているか

更にコンプライアンスに対する遵守意識が向上した

経営理念をを全従業員が意識した考動、そしてＣＳ意識が浸透した結果、苦情等はありませんでした

｢君たちはまだやれるよ！｣との言葉が全社員の考動を刺激し、結果につながったと考えています

グリーン購入については、使用場所等を意識するなど購入促進を図りたいと考えています

常にＰＤＣＡサイクルを繰り返す中で、密な分析、改善した結果、スパイラルアップが図れ、自発的に前向
きな取組みが継続できていると考えています

変更なし

（全体評価）
コロナ過の中、環境に対する全従業員の意識の高まっています。今後はもっとＳＤＧsに関しても積極的
に取組みたいと考えております。
特に電気使用量が目標に対し６０．７％、ガソリン使用量が５１．３％削減できたことについては、驚いて
いますが、さらに削減する方法があると考え分析を行います。なお、軽油の使用量は目標に対し１３．
４％増加していますが、リース車返却前の給油の慫慂及び工事に伴う発電機の長時間使用によるもの
ですので、今後も総合的に視野をもって節減に努めたいと考えています。水道使用量については、新型
コロナウイルス感染防止を目的に全社員への手洗い・うがいの慫慂が浸透したためだと考えています。
また、酸化チタン光触媒（光触媒ワンダーコートライト）を照明器具に塗布することによりウイルス・細菌を
｢９９.９％｣不活化（死滅）させる新たな技術は世の中の関心度もＵＰし、コロナ過という意識を忘れず、
もっと地域の皆様にも喜ばれる企業となる取り組みを継続しています。

（見直し結果）
今後も、会社だけの節減に限らず、従業員の家庭や地元に根ざした活動を行うことにより地域全体がコ
ロナ禍や環境問題について真剣に取り組んでいければと考えております。現在、県や市町村の環境・労
働に関するイベントに参加しておりますが、近年の気候変動の影響で、特に九州地区は大きな災害が続
いています。もっと地域を広げた活動も積極的に参加していきたいと思います。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社 サ デ ッ ク
                                               　代表取締役  末長　恵司

○実施及び運用
○緊急事態への準備及び対応

○環境文書及び記録の作成・管理

○取組状況の確認及び評価

１４．代表者による全体評価と見直しの結果

変更なし

変更なし

コメント

環境経営目標の達成状況・
環境経営活動計画の実施状
況

認証から６年が経ちました。
もっと削減できる要素はあるはずです。

環境問題として重要視します。

環境意識の高揚が考動の変化につながり、負担に感じることなく確実に実行できています

－１７－


